
第 120 号 令和６年５月 1 日ふれあい

社協
発行：社会福祉法人　羽後町　会福祉　議会社　　　協

だより
うご町

－  社協の今　福祉の今　あなたの今を共に  －

　６月１日より、令和６年度の各種募金活動が始まります。
　日本赤十字社会員会費の募集や青い羽根募金、羽後町社会福祉協議会会費
へのご協力をお願いしております。日本赤十字社会員会費は、災害時の緊急
支援や災害に備えるための訓練へ、青い羽根募金は水難事故を防止するため
の活動へ、社会福祉協議会会費は羽後町の地域の福祉活動へと、大切に活用
させていただいております。今年度もご理解・ご協力をお願い申し上げます。

各種募金活動へのご協力をお願いいたします

　１月１日に石川県能登地方を震源
とする地震にて被災された方々を支
援するため、日赤羽後町奉仕団によ
る街頭募金活動が、２月16 日に道の
駅うご「端縫いの郷」様にて行われ
ました。
　買い物に訪れた多くの皆様が募金
をしてくださり、いただいた募金の総

額は  28,177円  となりました。

　皆様からいただいた募金は、日本
赤十字社秋田県支部を通して、被災
地へと届けられます。
　街頭募金活動にご協力くださった
皆様、温かいご支援を
　　　　ありがとうございました。

令和６年能登半島地震 街頭募金への令和６年能登半島地震 街頭募金への

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました



福 祉 だ よ り令和６年５月１日 第 120 号（2）

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度    

第
２
回

第
２
回

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
法
人

羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会

羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会  

評
議
員
会

評
議
員
会

　

令
和
５
年
度
第
２
回
羽
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が
、
３
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、

議
長
に
選
出
さ
れ
た
西
馬
音
内

地
区
の
今
野
幸
朗
氏
の
進
行
の

も
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
経
理
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
定
年
に
関

す
る
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
令
和
５
年
度
収
支

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
令
和
６

年
度
事
業
計
画
や
令
和
６
年
度

収
支
予
算
に
つ
い
て
の
他
に
、

羽
後
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
一
般
社
団
法
人
化
に
よ

る
定
款
か
ら
の
削
除
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
全
て

の
議
案
は
全
会
一
致
で
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

基 本 方 針
　第５期地域福祉活動計画（令和６年度～令和 10 年度）が策定され、初年度となります。
　少子高齢化に加え、住民一人ひとりを取り巻く環境の変化や地域福祉課題の多様化、複雑化が
より顕著になってきている現状をふまえ、高齢者福祉のみならず各分野の支援等にも力を入れ、
計画の内容に見直しが必要か検討します。
　こうした事業をとおして住民主体の地域福祉活動をめざしながら、関係機関・団体等との連携
を強化し、誰もが安心して暮らせる安全なまちづくりに努めます。

活動の重点項目
１．�第５期地域福祉活動計画を関係機関と連携を図りながら、「みんなでふれ愛、ささえ愛の安心
の町づくり、地域共生社会の実現」をめざします。

２．福祉ネットワークの拡充と地域福祉活動を展開します。
３．地域包括ケアシステムの構築について関係機関との連携に努めます。
４．世代間交流や町民の福祉意識の醸成に努めます。
５．ボランティア活動の拡充と環境の整備に努めます。
６．福祉相談窓口を充実させ、関係機関と連携を図り早期解決に努めます。
７．障がい者関係団体等との連携による地域福祉活動に一層努めます。
８．町の避難訓練と連携を図り、災害が発生した場合に迅速な対応ができるように努めます。
９．若年層の抱える課題と現状の把握に努め、その支援に努めます。
10．組織体制の強化と健全財政の確立により一層努めます。
11．�介護保険法・障害者総合支援法など、目まぐるしく変わる制度に対応できる法人となるよう
一層努力します。

12．�訪問介護事業・居宅介護支援事業と同様に、地域住民から必要とされる五輪坂デイサービス
センターを経営します。
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令
和
６
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予
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り
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な
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表
は
社
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福
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、
公
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し
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。

　

な
お
、
収
益
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
が
単
独
で
法
人
化

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新

事
務
所
等
、
詳
細
は
裏
面
に
記

載
し
て
お
り
ま
す
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令和６年度 
社会福祉法人
羽後町社会福祉協議会予算

66億億9,7199,719万円万円
収  入

事業活動による収入
科目名 金額 比率

1 会費収入 3,152 0.549%

2 寄付金収入 100 0.017%

3 経常経費補助金収入 20,221 3.521%

4 受託金収入 426,298 74.224%

5 事業収入 771 0.134%

6 介護保険事業収入 119,942 20.883%

7 障害福祉サービス等事業収入 2,801 0.488%

8 受取利息配当金収入 16 0.003%

9 その他の収入 1,042 0.181%

事業活動収入計　① 574,343 100%

事業活動による支出
科目名 金額 比率

1 人件費支出 527,666 91.2%

2 事業費支出 23,635 4.1%

3 事務費支出 22,221 3.8%

4 助成金支出 4,050 0.7%

5 負担金支出 1,060 0.2%

6 その他の支出 0 0.0%

事業活動支出計　② 578,632 100%

支  出

施設整備等による収入
科目名 金額 比率

施設整備等による収入計 ④ 0

事業活動資金収支差額 ③＝① - ②	 -4,289

単位：千円

単位：千円

その他の活動による支出
科目名 金額 比率

1 事業区分間繰入金支出 8,853 16%

2 サービス区分間繰入金支出 29,980 56%

3 その他の活動による支出 14,822 28%

その他の活動支出計 ⑧ 53,655 100%

単位：千円

当期資金収支差額合計　⑪ = ③ + ⑥ + ⑨ - ⑩   -19,245 

当期末支払資金残高　⑬＝⑪ + ⑫	 63,769 予　備　費　支　出　⑩	 1

前期末支払資金残高　⑫	 83,014

法人本部拠点区分
法 人 運 営 事 業 特別養護老人ホーム松喬苑介護等業務事業
善 意 銀 行 運 営 事 業 羽 後 町 田 代 福 祉 セ ン タ ー 介 護 等 業 務 事 業
訪 問 介 護 事 業 福 祉 バ ス 運 行 管 理 事 業
身 障・ 知 障（ 児 ）・ 精 神 居 宅 介 護 事 業 高 瀬 ケ ア セ ン タ ー 業 務 事 業
退 職 積 立 金 運 営 事 業 安 心・ 安 全 な 街 づ く り パ ト ロ ー ル 隊 事 業
生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 務 事 業 共 同 募 金 配 分 金 事 業
通 所 介 護 事 業 福 祉 サ ー ビ ス 利 用 援 助 事 業
ふ れ あ い 安 心 電 話 推 進 事 業 移 送 サ ー ビ ス 事 業

公益事業拠点区分
居 宅 介 護 支 援 事 業

単位：千円

その他の活動資金収支差額　⑨ = ⑦ - ⑧	 -13,822

施設整備等による支出
科目名 金額 比率

1 固定資産取得支出 0 0%

2 ファイナンス・リース債務の返済支出 1,133 100%

施設整備等による支出計 ⑤ 1,133 100%

単位：千円

その他の活動による収入
科目名 金額 比率

1 事業区分間繰入金収入 8,853 22%
2 サービス区分間繰入金収入 29,980 75%

3 その他の活動による収入 1,000 3%

その他の活動収入計 ⑦ 39,833 100%

単位：千円

施設整備等資金収支差額　⑥＝④ - ⑤	 -1,133
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と
目
を
輝
か
せ
て
喜
ん
で
く
れ
ま

す
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こ
の
日
は
ほ
っ
こ
り
し
た
気

持
ち
に
な
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

春
に
は
羽
後
町
役
場
の
花
壇
作

り
に
協
力
し
た
り
、
夏
に
は
羽
後

町
消
防
団
へ
寄
付
を
し
た
り
、
地

域
の
行
事
や
団
体
へ
協
力
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
メ
ン
バ
ー
に
な
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
町
お
こ

し
を
し
ま
せ
ん
か
！
こ
れ
か
ら
も

西
馬
音
内
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

社会福祉法人 羽後町社会福祉協議会  〒012-1103 秋田県雄勝郡羽後町林崎字五林坂 21-1  TEL.0183-62-5312・5313  FAX.0183-62-5314
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日
に
日
に
暖
か
く
な
り
、

春
ら
し
い
季
節
か
ら
、
新
緑

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
地
震
が
あ

ら
ゆ
る
地
域
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

県
内
で
も
地
震
履
歴
を
見

て
み
る
と
、
か
な
り
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
私
自
身

携
帯
な
ど
で
緊
急
地
震
速
報

を
受
信
し
た
と
き
は
、
ド
キ
ッ

と
し
ま
す
。

　

身
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
日
頃
よ
り
何
を
備

え
る
こ
と
が
大
切
な
の
か
、

な
ど
の
知
識
を
身
に
つ
け
て

お
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。    （
Ｔ
・
Ｍ
）

　

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
世
界

的
な
組
織
で
『
世
界
を
変
え
る
行

動
人
』
と
な
り
、
社
会
奉
仕
活
動

な
ど
を
す
る
団
体
で
す
。

　

西
馬
音
内
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

は
、
昭
和
41
年
に
発
足
。
現
在
15

名
の
メ
ン
バ
ー
で
地
域
に
奉
仕
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。（
今
年
度
会
長
・
小
坂
大
輔
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
衣
装
を
着
て
、
町
内
の

保
育
園
へ
ケ
ー
キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
は
ダ
ン

デ
ィ
ー
な
男
性
が
多
く
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
の
格
好
が
よ
く
似
合
い

ま
す
。
そ
の
た
め
園
児
た
ち
は
「
本

物
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
来
た
！
」

ボランティア
団体紹介〈3〉 第３回は、西馬音内ロータリークラブからお話をお聞きしました。

この福祉だよりは、共同募金の配分金で発行されています。

西馬音内ロータリークラブ西馬音内ロータリークラブ

　この度、羽後町社会福祉協議会にありましたシルバー
人材センターが、新しく一般社団法人化したため、４月
から事務所が新しい場所に移転をしました。

新 住 所：〒 012-1102　
　　　　　羽後町新町字京塚野１番地（旧明治小学校跡地）
電話番号：0183-55-8016
FAX番号：0183-55-8016
営業時間：月～金（土日祝日除く）8 時 30 分～ 17 時 30分

事務所移転のお知らせ
羽後町シルバー人材センター


